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(57)【要約】
【課題】
　本発明は、有機ＥＬ表示装置において出射光の増大により表示画像の輝度向上を達成し
、共に、反射光の低下を軽減し、視認性を向上させることにより、有機ＥＬ素子の消費電
力の節減及び長寿命化を達成することができ、さらに、表示画像の色相変化を抑えること
ができる有機ＥＬ表示装置用円偏光板、及び、それを用いた有機ＥＬ表示装置を提供する
ことを目的とする。
【解決手段】
　本発明は、可視光領域（波長４００～７００ｎｍ）における単体透過率が４６～７０％
である直線偏光板、λ／４位相差板及び青色色素を含有する少なくとも１つの着色粘着剤
層を有する有機ＥＬ表示装置用円偏光板、及び該円偏光板を備える有機ＥＬ表示装置に関
するもので、該有機ＥＬ表示装置用円偏光板は、光の透過率を向上させ、外光の反射率を
下げると共に、透過光の色相の変化を抑えることが可能となる。
【選択図】 無し
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ｉ）波長４００～７００ｎｍの光の単体透過率が４６～７０％である直線偏光板、（
ｉｉ）λ／４位相差板、及び（ｉｉｉ）青色色素を含有する青色粘着剤層を少なくとも１
つ、の３者を含む有機ＥＬ表示装置用円偏光板。
【請求項２】
　上記青色色素の吸収スペクトルの極大波長（λｍａｘ）が５５０～７００ｎｍの範囲に
ある請求項１に記載の有機ＥＬ表示装置用円偏光板。
【請求項３】
　青色粘着剤における青色色素の含有量が、粘着剤中の固形分１００質量部に対して０．
０１～０．５質量部である請求項１又は２に記載の有機ＥＬ表示装置用円偏光板。
【請求項４】
　上記直線偏光板の色相がニュートラルグレーである請求項１～３のいずれか一項に記載
の有機ＥＬ表示装置用円偏光板。
【請求項５】
　該円偏光板の位相差板側から入射させた光が直線偏光板側から出射したときの、Ｌ＊ａ
＊ｂ＊表色系（ＣＩＥ１９７６）に基づく入射光に対する出射光のΔｂ＊の値が－５～０
である請求項１～４のいずれか一項に記載の有機ＥＬ表示装置用円偏光板。
【請求項６】
　青色粘着剤層が円偏光板におけるλ／４位相差板の外側表面又は直線偏光板とλ／４位
相差板との間の少なくとも何れか一方に有する請求項１～５のいずれか一項に記載の有機
ＥＬ表示装置用円偏光板。
【請求項７】
　青色粘着剤層が円偏光板におけるλ／４位相差板の外側表面に有する請求項６に記載の
有機ＥＬ表示装置用円偏光板。
【請求項８】
　波長４５０ｎｍの光の透過率が４２％以上であり、波長５５０ｎｍの光の透過率が４５
～５５％の範囲であり、波長６５０ｎｍの光の透過率が４５％以下であり、かつ、波長４
００～７００ｎｍの可視光領域における光の平均単体透過率が４５％以上であり、外光の
反射率が２０％以下である請求項１～７のいずれか一項に記載の有機ＥＬ表示装置用円偏
光板。
【請求項９】
　請求項１～７のいずれか一項に記載の有機ＥＬ表示装置用円偏光板を備えた有機ＥＬ表
示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機ＥＬ表示装置用円偏光板、及び、該円偏光板を有する有機ＥＬ表示装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機ＥＬ素子（Organic Light Emitting Diode）（以下ＯＬＥＤともいう）を有する画
像表示装置（以下、有機ＥＬ表示装置とも言う）は、薄膜化が容易で、広視野角を有する
ことから、携帯電話やタブレット型ＰＣ等の表示装置として幅広く使用されている。しか
しながら、ＯＬＥＤは装置内部に反射用金属電極を備えるため、外光が反射し易く、画面
の視認性が著しく低下する問題が生じる。
【０００３】
　外光の反射による画像表示装置の視認性低下を防止する方法として、直線偏光板及び１
／４波長板等の位相差板からなる円偏光板を画像表示装置に備える手段が知られており、
当該手段により反射防止性能を向上させた有機ＥＬ表示装置が提案されている（特許文献
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１及び特許文献２）。
　上記円偏光板を用いることにより、外部からの反射光をかなり低減することができるが
、円偏光板を使用するとＥＬ素子からの出射光も低下してしまうため、視認性が低下して
しまう。視認性の低下を防止するためには、有機ＥＬ素子の発光を強め、表示画面に到達
する表示光を増加させればよいが、有機ＥＬ素子の発光を強めるためには通電量を上げる
必要があり、消費電力の増大と有機ＥＬの寿命の短命化という致命的な問題が生じる。
【０００４】
　特許文献３には、ＯＬＥＤの輝度向上及びコントラスト比改善を目的として、直線偏光
板と１／４位相差板との間に、直線偏光板の透過軸と垂直な偏光を反射させる反射型偏光
フィルムを設けるとともに、前記反射型偏光フィルムの上部及び下部にある粘着剤層のい
ずれかに粘着性樹脂及びブラック染料等の光吸収剤を含有する色補正粘着剤を使用するこ
とが記載されている。
【特許文献１】特開平８－３２１３８１号公報
【特許文献２】特開平９－１２７８８５号公報
【特許文献３】特開２０１１－５１２５５８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記特許文献３に記載の技術は、優れた効果を達成する可能性はあるが、直線偏光板と
λ／４位相差板の間に、更に、反射型の偏光板を挟み込む必要があり、製造工程が煩雑に
なると共に新たな特殊な偏光板が必要となるため、製造コストがかなり増え、製造面やコ
スト面でのデメリットが生じる。本発明は、従来の円偏光板の製造方法をそのまま用いて
、外光の反射率を視認性に影響を与えない範囲内（好ましくは２０％以下）に軽減しなが
ら、有機ＥＬ表示装置において出射光の増大を図り、視認性を向上させ、かつ、透過光及
び反射光の色相変化を抑えることができる有機ＥＬ表示装置用円偏光板、及び、それを用
いた有機ＥＬ表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明者らは鋭意研究を行った結果、従来通常の円偏光板
に使用されている直線偏光板よりも透過率の高い直線偏光板を用いて円偏光板を作成する
と、透過光量を増大できるが、長波長側の反射率の増大が特に大きく、反射光が赤みを帯
びてしまうという問題が生じることを見出した。視認性に大きく影響する可視光透過率を
高く保ったまま、反射光をニュートラル色にする方法を種々検討した結果、該円偏光板の
作成に使用される粘着剤層に、青色色素を含有させ、青色粘着剤層とすることにより、上
記課題を解決できることを見出し、本発明を完成した。
【０００７】
　本発明は、下記の１～９に関する。
１．　（ｉ）波長４００～７００ｎｍの光の単体透過率が４６～７０％である直線偏光板
、（ｉｉ）λ／４位相差板、及び（ｉｉｉ）青色色素を含有する青色粘着剤層を少なくと
も１つ、の３者を含む有機ＥＬ表示装置用円偏光板。
２．　上記青色色素の吸収スペクトルの極大波長（λｍａｘ）が５５０～７００ｎｍの範
囲にある上記１に記載の有機ＥＬ表示装置用円偏光板。
３．　青色粘着剤層における青色色素の含有量が、粘着剤中の固形分１００質量部に対し
て０．０１～０．５質量部である上記１又は２に記載の有機ＥＬ表示装置用円偏光板。
４．　上記直線偏光板の色相がニュートラルグレーである上記１～３のいずれか一項に記
載の有機ＥＬ表示装置用円偏光板。
５．　該円偏光板の位相差板側から入射させた光が直線偏光板側から出射したときの、Ｌ
＊ａ＊ｂ＊表色系（ＣＩＥ１９７６）に基づく入射光に対する出射光のΔａ＊及びΔｂ＊
の値がいずれも－５～０である上記１～４のいずれか一項に記載の有機ＥＬ表示装置用円
偏光板。
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６．　青色粘着剤層が円偏光板におけるλ／４位相差板の外側表面又は直線偏光板とλ／
４位相差板との間の少なくとも何れか一方に有する上記１～５のいずれか一項に記載の有
機ＥＬ表示装置用円偏光板。
７．　青色粘着剤層が円偏光板におけるλ／４位相差板の外側表面に有する上記６に記載
の有機ＥＬ表示装置用円偏光板。
８．　波長４５０ｎｍの光の透過率が４２％以上であり、波長５５０ｎｍの光の透過率が
４５～５５％の範囲であり、波長６５０ｎｍの光の透過率が４５％以下であり、かつ、波
長４００～７００ｎｍの可視光領域における光の平均透過率が４５％以上であり、外光の
反射率が２０％以下である請求項１～７のいずれか一項に記載の有機ＥＬ表示装置用円偏
光板。
９．　上記１～７のいずれか一項に記載の有機ＥＬ表示装置用円偏光板を備えた有機ＥＬ
表示装置。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明では高透過率の直線偏光板を使用したことにより、ＬＥＤから出射された光の、
円偏光板からの出射光量を増やすことが出来るため、表示画面の輝度の向上を期待するこ
とができる。また、青色粘着剤層に含まれる青色色素は、視感度に影響の少ない６００～
７００ｎｍの波長に対し、高い光の吸収率を有し、視感度に影響の大きい５００～６００
ｎｍ未満の波長の光の吸収率は低く、特に、５００ｎｍ付近の光に対しては僅かではある
が透過率を高めるので、ＬＥＤから発射された、視感度に影響の大きい波長域の５００～
６００ｎｍ未満の波長の光は、一回の青色粘着層の通過では、青色の染料で吸収される光
の量は非常に少ない。一方、外部から入射した光の反射光は、円偏光板に入射して、反射
板まで到達する間に一度と、反射板で反射されて円偏光板から出射するまでの間にもう一
度の合計二回、青色粘着層を通過するため、青色粘着層での反射光の吸収量が相対的に大
きくなり、光量を大きく減じることとなり、反射率が低下する。
　更には、本発明の円偏光板は、透過光及び反射光の色相変化を抑えることができる。よ
って本発明の円偏光板を使用することにより、有機ＥＬ表示装置における表示画像の視認
性の向上が期待できる。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明について説明する。
　本発明の有機ＥＬ表示装置用円偏光板（以下、単に「本発明の円偏光板」とも言う。）
は、（ｉ）可視光領域（波長４００～７００ｎｍ）における単体透過率が４６～７０％と
従来より高透過率である直線偏光板（以下、単に「高透過率偏光板」とも言う）、（ｉｉ
）λ／４位相差板、及び（ｉｉｉ）青色色素を含有する青色粘着剤層を少なくとも１つ、
の３者を含む有機ＥＬ表示装置用円偏光板に関する。
【００１０】
＜高透過率直線偏光板＞
　まず、本発明の有機ＥＬ表示装置用円偏光板に使用される高透過率直線偏光板について
、以下に説明する。
　本発明の円偏光板においては、上記の通り可視光領域（波長４００～７００ｎｍ）にお
ける単体透過率が４６～７０％である高透過率直線偏光板を使用する。
　本発明の高透過率偏光板の単体透過率は、可視光領域（４００～７００ｎｍの波長領域
）において通常４６％以上であり、好ましくは４８％以上、より好ましくは４９％以上、
最も好ましくは５０％以上である。上限としては、本発明の効果が達成される限り特に限
定されないが、通常７０％以下、好ましくは６５％以下、より好ましく６０％以下であり
、更に好ましくは、５５％以下である。
　該直線偏光板の可視光域での直交透過率は、通常３０％以下であり、好ましくは２０％
以下であり、更に好ましくは１５％以下、最も好ましくは、１１％以下である。直交透過
率の下限は低い方が好ましく、０．１％程度が望まれるが、高透過率偏光板を使用すると
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現在の技術では、最大でも１％以上、努力して２％以上であり、比較的達成し易い下限と
しては５％以上であり、通常は８％以上である。
【００１１】
　なお本明細書において「単体透過率」とは、偏光板を１枚使用したときの透過率を言い
、ＪＩＳ Ｚ８７０１：１９９９に準拠した方法により測定される。「直交透過率」とは
、２枚の該偏光板を吸収軸が直交するように重ねた場合の透過率を言う。
　より好ましい高透過率直線偏光板は、上記の好ましい単体透過率と上記の好ましい直交
透過率を併せ持つ直線偏光板である。単体透過率が４８％以上６０％以下、より好ましく
は５０％以上５５％以下であり、且つ、直交透過率が５％以上１５％以下である偏光板は
、最も好ましい。
【００１２】
　本発明で使用する高透過率直線偏光板（以下においては単に該直線偏光板という）は、
二色性色素による染色処理（以下染色処理工程とも云う）において、単体透過率を上記の
範囲になるように調整し、また必要に応じて、直交透過率を上記の範囲になるように調整
する以外は、常法に従って、基材フィルム（例えばポリビニルアルコール系樹脂フィルム
）に、二色性色素による染色処理、延伸処理、及び、必要に応じてホウ酸等による硬化剤
処理等を施すことにより偏光素膜を製造し、必要に応じて得られた偏光素膜の片面又は両
面に透明保護膜を貼合することにより、製造することができる。上記染色処理及び延伸処
理の順序は、何れが先でもよく、また、同時に行ってもよい。また上記延伸処理は、硬化
剤処理と同時に行ってもよい。硬化剤処理は通常染色処理と同時又は／及び染色処理の後
に行われる。
【００１３】
　該直線偏光板に使用される基材フィルムとしては、偏光板として使用され得る樹脂フィ
ルムであればいずれも使用でき、通常、ポリビニルアルコール系樹脂フィルムが用いられ
る。ポリビニルアルコール系樹脂フィルムとしては、重合体骨格中にポリビニルアルコー
ル骨格を、重合体中の繰り返し単位のうち、モル割合で少なくとも４０％、好ましくは５
０～１００％、更に好ましくは８０～１００％有する重合体のフィルムを挙げることが出
来る。該ポリビニルアルコール骨格は、その水酸基の一部が、アセチル基であっても、ま
た、酢酸以外の有機酸又はアルデヒドで変性されていてもよい。
　具体的には、酢酸ビニルの重合体であるポリ酢酸ビニルをケン化処理して得られるポリ
ビニルアルコールフィルム；酢酸ビニルとこれに共重合可能な他の単量体、例えば、不飽
和カルボン酸類、オレフィン類、ビニルエーテル類、不飽和スルホン酸類、不飽和アミン
類、アクリルアミド、アクリル酸誘導体等との共重合体（ポリ酢酸ビニル共重合体）をケ
ン化処理して得られるポリビニルアルコール共重合体フィルム；及び、上記重合体および
共重合体をオレフィンや不飽和カルボン酸で変性したポリビニルアルコール変性体フィル
ムを挙げることができる。具体例としては例えば、ポリビニルアルコール樹脂フィルム、
上記共重合体樹脂フィルム、ポリビニルアセタールフィルム（エチレンビニルアセテート
樹脂フィルム）等を挙げることができ、これらの中でも、二色性色素の吸着性や配向性の
点からポリビニルアルコール樹脂フィルムが好ましい。
【００１４】
　該直線偏光板に使用されるポリビニルアルコール系樹脂の重合度は、通常１０００～１
００００程度の範囲のものが使用され、好ましくは１５００～７０００程度、より好まし
くは２０００～７０００程度である。ポリビニルアルコール系樹脂は通常、ポリ酢酸ビニ
ル重合体又は共重合体のケン化処理されたものが使用され、そのケン化度は通常８５～１
００モル％程度、好ましくは９８～１００モル％の範囲である。
　原料として使用されるポリビニルアルコール系樹脂フィルムの厚みは特に限定されない
が、通常１０μｍ～１５０μｍ程度、好ましくは２０～１００μｍ程度である。
【００１５】
　ポリビニルアルコール系樹脂フィルムの染色は例えば次の様にして行うことが出来る。
　通常、二色性色素による染色処理の前に、ポリビニルアルコール系樹脂フィルム（基材
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フィルム）の膨潤処理が施される（膨潤工程ともいう）。膨潤処理は２０～５０℃の膨潤
処理溶液に３０秒～１０分間浸漬させることによって行われる。該膨潤処理溶液としては
水が好ましい。また、必要に応じて、グリセリン、エタノール、エチレングリコール、プ
ロピレングリコール又は低分子量ポリエチレングリコール等の水溶性有機溶剤、又は水と
水溶性有機溶剤との混合溶液で膨潤処理を行っても良い。フィルムは染色処理時にも膨潤
するため、偏光素膜の製造にかかる時間を短縮したいときには、上記膨潤工程を省略する
こともできる。
【００１６】
　二色性色素での染色処理は、常法に従い、二色性色素（通常二色性染料及び／又はヨウ
素、好ましくは二色性染料）を含有する染色液に、前記基材フィルム、好ましくはポリビ
ニルアルコール系樹脂フィルムを浸漬することにより行う。前記基材フィルムの染色処理
は、下記の延伸工程と同時に行ってもよい。
【００１７】
　染色処理工程において使用される二色性染料は、基材フィルムの延伸により可視光領域
において二色性を示す染料であればいずれも使用できるが、耐久性に優れた染料が好まし
い。
【００１８】
　染色処理工程で使用される二色性染料の具体例としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ダイレクト
イエロー１２、Ｃ．Ｉ．ダイレクトイエロー２８、Ｃ．Ｉ．ダイレクトイエロー４４、Ｃ
．Ｉ．ダイレクトイエロー１４２；Ｃ．Ｉ．ダイレクトオレンジ２６、Ｃ．Ｉ．ダイレク
トオレンジ３９、Ｃ．Ｉ．ダイレクトオレンジ７１、Ｃ．Ｉ．ダイレクトオレンジ１０７
；Ｃ．Ｉ．ダイレクトレッド２、Ｃ．Ｉ．ダイレクトレッド３１、Ｃ．Ｉ．ダイレクトレ
ッド７９、Ｃ．Ｉ．ダイレクトレッド８１、Ｃ．Ｉ．ダイレクトレッド１１７、Ｃ．Ｉ．
ダイレクトレッド２４７；Ｃ．Ｉ．ダイレクトグリーン８０、Ｃ．Ｉ．ダイレクトグリー
ン５９；Ｃ．Ｉ．ダイレクトブルー１、Ｃ．Ｉ．ダイレクトブルー７１、Ｃ．Ｉ．ダイレ
クトブルー７８、Ｃ．Ｉ．ダイレクトブルー１６８、Ｃ．Ｉ．ダイレクトブルー２０２；
Ｃ．Ｉ．ダイレクトバイオレット９、Ｃ．Ｉ．ダイレクトバイオレット５１；Ｃ．Ｉ．ダ
イレクトブラウン１０６、Ｃ．Ｉ．ダイレクトブラウン２２３等を例示することができる
。
　また、目的に応じて、ＷＯ２００９／０５７６７６Ａ１、ＷＯ２００７／１４５２１０
Ａ１、ＷＯ２００６／０５７２１４Ａ１及び特開２００４－２５１９６３等に開示されて
いるような偏光板用に開発された染料を用いることもできる。これらの色素は遊離酸、あ
るいはアルカリ金属塩（例えばＮａ塩、Ｋ塩、Ｌｉ塩）、アンモニウム塩、アミン類の塩
として用いられる。
【００１９】
　二色性染料を用いて該直線偏光板を作成する場合、二色性染料を一種又は複数を用いて
もよく、通常複数使用するのが好ましい。下記の（１）～（３）の各染料から選択される
少なくとも二つの染料、より好ましくは下記の（１）～（３）の染料をそれぞれ少なくと
も１種ずつ使用することにより、色相がニュートラルグレイである偏光板を作製すること
ができるため、好ましい。
（１）４００ｎｍ以上５００ｎｍ未満に極大吸収波長（λｍａｘ）を有する二色性染料、
（２）５００ｎｍ以上６００ｎｍ未満に極大吸収波長（λｍａｘ）を有する二色性染料、
及び
（３）６００ｎｍ以上７００ｎｍ以下に極大吸収波長（λｍａｘ）を有する二色性染料。
【００２０】
　４００ｎｍ以上５００ｎｍ未満にλｍａｘを有する二色性染料（１）としては、例えば
、Yellow系又はOrange系の染料のうちλｍａｘが４００ｎｍ以上５００ｎｍ未満である二
色性染料が挙げられる。５００ｎｍ以上６００ｎｍ未満にλｍａｘを有する二色性染料（
２）としては、例えば、Red系又はViolet系の染料のうちλｍａｘが５００ｎｍ以上６０
０ｎｍ未満である二色性染料が挙げられる。６００ｎｍ以上７００ｎｍ以下にλｍａｘを
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有する二色性染料（３）としては、例えば、Blue系又はGreen系の染料のうちλｍａｘが
６００ｎｍ以上７００ｎｍ以下である二色性染料が挙げられる。
　ニュートラルグレイの偏光板を作製するときに使用する二色性染料は、上記二色性染料
（１）～（３）の何れかの同じ群に含まれる染料であっても、個々の染料により吸収波長
が異なるので、必要に応じ、同一の群に含まれる染料を複数使用してもよく、例えば上記
二色性染料（１）～（３）群の染料の合計で４～５種、またはそれ以上の二色性染料を使
用しても良い。好ましい一つの態様としては、オレンジ系の二色性染料を一種、レッド系
の二色性染料を一種、及び（３）の二色性染料として、ブルー系及びグリーン系の二種を
用いる態様を挙げることができる。
【００２１】
　染色液における各染料の含有比率は、特に限定されず、得られる偏光素膜の色相がニュ
ートラルグレイにすることができる割合であればよい。上記の（１）～（３）の染料をそ
れぞれ少なくとも１種ずつ使用する場合、例えば、質量割合で、二色性染料（１）を基準
として、二色性染料（１）：二色性染料（２）：二色性染料（３）＝１：０．１～３：１
～８、より好ましくは１：０．２～２：２～７程度の割合で含有することが好ましい。各
染料の染色液における含有比率を上記の範囲で適宜調整することにより、ニュートラルグ
レイの偏光板としてより好ましい色相及び光学性能を有する偏光板が得られる。
【００２２】
　該直線偏光板に使用する二色性染料としては、下記式（３）によって定義される二色性
比が、２０～５０の範囲、好ましくは２５～４５の範囲に含まれる二色性染料が好ましい
。
　本明細書では、二色性染料における「二色性比」を次の通り定義する。二色性色素とし
て当該染料のみを使用した偏光板を作製し、該偏光板を１枚使用したときの透過率を単体
透過率Ｔｓ、２枚の該偏光板を吸収軸方向が同一となるように重ねた場合の透過率を平行
位透過率Ｔｐ 、２枚の該偏光板を吸収軸が直交するように重ねた場合の透過率を直交位
透過率Ｔｃとする。それぞれの透過率は、３８０～７００ｎｍの波長領域で、所定波長間
隔ｄλ（ここでは５ｎｍ）おきに分光透過率τλを求め、下記式（１）により算出する。
【００２３】

【００２４】
式中、Ｐλは標準光（Ｃ光源）の分光分布を表し、ｙλは２度視野等色関数を表し、τλ
は分光透過率を表す。また偏光度Ｐｙを、平行位透過率Ｔｐ及び直交位透過率Ｔｃから、
下記式（２）により求める。
　　Ｐｙ＝｛（Ｔｐ－Ｔｃ）／（Ｔｐ＋Ｔｃ）｝１／２×１００　　　式（２）
偏光度Ｐｙ及び単体透過率Ｔｓから、二色性比Ｒｄを下記式（３）により求める。
　　Ｒｄ＝ｌｏｇ｛Ｔｓ／１００×（１－Ｐｙ／１００）｝／ｌｏｇ｛Ｔｓ／１００×（
１＋Ｐｙ／１００）｝　　　式（３）
【００２５】
　二色性染料を含有する染色液の溶媒としては水が好ましい。二色性染料の染色液中にお
ける染料濃度は、染色条件により変わるので一概には言えないが、通常、染色液に対し０
．０１～５ｇ／Ｌ程度、好ましくは０．０１～２ｇ／Ｌ程度、より好ましくは０．０２～
１ｇ／Ｌ程度、最も好ましくは０．０２～０．９ｇ／Ｌ程度である。二色性染料を複数使
用する場合は、使用する二色性染料の総量の濃度が上記範囲にあることが好ましい。
　二色性染料を用いて染色処理を行う場合、その染色液の温度は通常２０～６０℃程度で
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あり、好ましくは３０～５５℃程度である。浸漬時間は上記濃度に染色できる時間であれ
ば支障は無く、通常１０～５００秒程度であり、好ましくは３０～４００秒程度の範囲で
ある。
【００２６】
　二色性色素としてヨウ素を用いて染色処理を行う場合は、ヨウ素及びヨウ化物を含有す
る染色液を用いて前記基材フィルム、好ましくはＰＶＡ系フィルムを染色すればよい。ヨ
ウ化物としては、例えば、ヨウ化カリウム等のヨウ化アルカリ金属化合物、ヨウ化アンモ
ニウム、ヨウ化コバルト又はヨウ化亜鉛などを用いることができる。通常ヨウ化アルカリ
金属化合物が好ましく、ヨウ化カリウムがより好ましい。
　このときの染色液中におけるヨウ素の濃度は、染色条件により変わるので一概には言え
ないが、通常、０．０１～５ｇ／Ｌ程度であり、好ましくは０．０１～４ｇ／Ｌ程度であ
り、ヨウ化物濃度は、通常、０．００１～１ｇ／Ｌ程度であり、好ましくは０．００５～
０．５ｇ／Ｌ程度である。ヨウ素およびヨウ化物を含有する染色液の温度は、通常５～５
０℃程度であり、５～４０℃程度が好ましく、１０～３０℃程度が特に好ましい。処理時
間はヨウ素、ヨウ化物が吸着する濃度により適度に調節されるが、３０秒～６分程度であ
るのが好ましく、１～５分程度がより好ましい。
　ヨウ素及びヨウ化物を含有する染色液で染色処理をする際は、染色液に架橋剤及び／又
は耐水化剤を添加しても良い。架橋剤としては、特に限定されないが、通常ホウ酸が好ま
しい。架橋剤、例えばホウ酸を添加する濃度は１～５０ｇ／Ｌ程度が好ましく、１０～４
０ｇ／Ｌ程度がより好ましい。
【００２７】
　前記基材フィルムの染色処理工程においては、二色性色素として、前記二色性染料及び
ヨウ素の両者を含有する染色液を使用してもよい。その場合は、使用する二色性染料及び
ヨウ素の総量の濃度が、染色液に対し０．０１～５ｇ／Ｌ程度であることが好ましい。
【００２８】
　二色性色素を用いる染色処理における染色液は、染色助剤等の助剤を必要に応じて含ん
でいても良い。染色助剤としては、芒硝、トリポリリン酸ソーダ等の無機塩を挙げること
ができる。そのときの染色助剤の濃度は、染色液の総量に対して、０．０１～１０ｇ／Ｌ
程度、好ましくは０．０５～５ｇ／Ｌ程度である。染色助剤を複数使用する場合は、染色
助剤の総量の濃度が上記範囲にあることが好ましい。
【００２９】
　二色性色素を配向するための延伸処理は、染色処理と共に行ってもよい。また、延伸処
理は複数回に分けて行われてもよい。また、延伸処理は、場合によっては、膨潤後、染色
処理前に行われてもよい。
　本発明においては、染色された基材フィルム、好ましくはポリビニルアルコール系樹脂
フィルムを所定の倍率に延伸（好ましくは一軸延伸）することにより、偏光素膜の延伸処
理を行うことが好ましい。延伸処理における延伸方法は、乾式延伸法及び湿式延伸法のい
ずれでもよいが、湿式延伸法が好ましい。湿式延伸法は、通常、水、水溶性有機溶剤又は
それらの混合溶液等からなる溶液を加熱し、その加熱した溶液中にポリビニルアルコール
系樹脂フィルムを浸漬しながら延伸する方法である。延伸倍率は原フィルムの厚さ等によ
り一概に言えないが、通常最終的に基材フィルムの２～２０倍程度、好ましくは３～１０
倍程度である。
　延伸処理溶液に硬化剤を含有させることにより、延伸処理と同時に硬化剤処理を行って
もよい。そのときの硬化剤としては、下記硬化剤処理の項で例示する硬化剤を使用するこ
とができ、ホウ素化合物が好ましく、ホウ酸がより好ましい。このときの延伸処理溶液に
おける硬化剤の含有量は、硬化剤の種類により異なるため一概に言えないが、０．１～１
０．０質量％程度であり、好ましくは０．５～５．０質量％程度である。
　延伸方法としては、速度の異なる二つのロールの間で一軸延伸する方法が好ましい。延
伸処理により得られるフィルムの、原反フィルムに対する総延伸倍率は２．０～１０．０
倍程度であり、好ましくは４．０～７．０倍である。延伸処理における処理溶液の温度は
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３０～６０℃程度である。
【００３０】
　上記染色処理を施した後、硬化剤処理を行うのが好ましい。硬化剤処理は、染色処理と
同時に、又は／及び染色処理後、フィルムを硬化剤を含む溶液で処理することを言う。該
硬化剤処理としては、染色処理が施されたフィルムを該溶液に浸漬する方法が好ましいが
、該溶液を染色処理が施されたフィルムに塗布又は塗工する方法でもよい。
　硬化剤処理に使用する硬化剤としては、例えば、ホウ酸又はその塩（ホウ砂等のアルカ
リ金属塩、ホウ砂アンモニウム等）等のホウ素化合物、グリオキザール又はグルタルアル
デヒド等の多価アルデヒド、ビウレット型、イソシアヌレート型又はブロック型等の多価
イソシアネート化合物、チタニウムオキシサルフェイト等のチタニウム化合物、エチレン
グリコールグリシジルエーテル及びポリアミドエピクロルヒドリン等を用いることができ
る。通常、ホウ素化合物が好ましく、ホウ酸はより好ましい。硬化剤処理溶液の溶媒は水
、水溶性有機溶媒又はそれらの混合溶媒等を用いることができ、水が好ましい。
　硬化剤処理溶液の硬化剤濃度は、硬化剤の種類により異なるため一概には言えないが、
通常０．１～１０質量％、好ましくは１～６質量％程度であり、例えばホウ酸では、０．
１～６．０質量％程度が好ましい。硬化剤処理の処理温度は１０～６０℃が好ましく、３
０～６０℃がより好ましい。処理時間は３０秒～６分が好ましく、１～５分がより好まし
い。
【００３１】
　本発明の好ましい態様においては、硬化剤処理及び延伸処理をホウ酸水溶液中で行うた
め、ホウ酸をポリビニルアルコール系樹脂フィルム中に含有する。このときの偏光素膜中
のホウ酸含有量は、得られた偏光素膜を純水中で加熱して完全に溶解させ、フェノールフ
タレイン指示薬を添加し、水酸化ナトリウム水溶液で中和滴定することによって求めるこ
とができる。
　本発明の偏光素膜におけるホウ酸含有量は、５～４０質量％であり、より好ましくは１
０～２５質量％である。偏光素膜中のホウ酸含有量は、上記延伸処理又は硬化剤処理にお
ける溶液の濃度・浸漬時間・溶液温度・延伸倍率をそれぞれ変えることで調整できる。
【００３２】
　上記染色処理において二色性色素としてヨウ素を用いる場合、染色処理及び延伸処理を
施した後、必要に応じて基材フィルムに補色処理が施される。補色処理を行うことにより
、偏光素膜中のヨウ素イオンの状態が安定化し、色相変化を生じにくくさせる効果がある
ため、二色性色素としてヨウ素を用いる場合、偏光素膜の製造において補色処理を施すの
が好ましい。
　補色処理は、染色処理および延伸処理の施された基材フィルムを、ヨウ化カリウム水溶
液へ浸漬することにより行われる。補色処理に使用するヨウ化カリウム水溶液としては、
ヨウ化カリウムを０．１～１０質量％、好ましくは１．０～６．０質量％の濃度で含有す
る水溶液が用いられる。補色処理の際のヨウ化カリウム水溶液の温度は通常１０～７０℃
程度、好ましくは２０～４０℃程度であり、浸漬時間は５～３００秒程度、好ましくは５
～１００秒程度である。
【００３３】
　これら染色処理、延伸処理、硬化剤処理及び必要に応じて施される補色処理の各工程の
後、必要に応じて、フィルム表面に析出した色素や硬化剤、又は付着した異物等を取り除
く目的でフィルム表面の洗浄を行ってもよい。通常は水で洗浄することが好ましく、洗浄
液の温度は１０～６０℃程度、洗浄時間は１秒～５分程度である。洗浄は必要に応じて１
回又は複数回行ってよい。
【００３４】
　延伸処理が施された偏光素膜は、必要に応じて洗浄を行った後、乾燥処理が行われる。
乾燥処理における乾燥温度は、通常３０～７０℃程度であり、好ましくは４０～６５℃程
度である。乾燥時間は１０～５００秒程度であり、好ましくは６０～３５０秒程度である
。
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　得られた偏光素膜の厚さは、１０～４０μｍ程度が好ましく、１５～３０μｍは更に好
ましい。
【００３５】
　このようにして得られた偏光素膜は、その片面又は両面に、光学的透明性、機械的強度
及び等方性などに優れる透明保護膜を貼合して、偏光板とすることができる。保護膜を形
成する化合物としては、例えば、セルロースアセテート系フィルム、アクリル系フィルム
、四フッ化エチレン／六フッ化プロピレン系共重合体のようなフッ素系フィルム、ポリエ
ステル樹脂、ポリオレフィン樹脂又はポリアミド系樹脂からなるフィルム等が用いられる
。好ましくはトリアセチルセルロースフィルム（ＴＡＣフィルム）やシクロオレフィン系
フィルムが用いられる。保護膜の厚さは通常４０～２００μｍである。
　偏光素膜と保護膜を貼り合わせるのに用いうる接着剤としては、ポリビニルアルコール
系接着剤、ウレタンエマルジョン系接着剤、アクリル系接着剤、ポリエステル－イソシア
ネート系接着剤などが挙げられ、ポリビニルアルコール系接着剤が好適である。
【００３６】
　得られた高透過率直線偏光板の、λ／４位相差板を貼り合わせる側と反対側の表面には
、更に透明な保護層を設けても良い。保護層としては、例えばアクリル系樹脂又はポリシ
ロキサン系樹脂からなるハードコート層、ウレタン系樹脂からなる保護層等があげられる
。また、この保護層の上にＡＲ層（反射防止層）を設けてもよい。ＡＲ層は、例えば二酸
化珪素、酸化チタン等の物質を蒸着又はスパッタリング処理することにより、また、フッ
素系物質を薄く塗布することにより、形成することができる。
【００３７】
＜高透過率円偏光板＞
　上記で得られた高透過率直線偏光板にλ／４位相差板を貼合することにより、円偏光板
を作製する。このとき、該λ／４位相差板の遅相軸（面内において屈折率が最大となる方
向）と直線偏光板の吸収軸との角度が４５°をなすように積層される。本発明で使用する
上記高透過率直線偏光板とλ／４位相差板とからなる円偏光板を、以下では単に「高透過
率円偏光板」という。
　高透過率円偏光板の製造に使用するλ／４位相差板の材質は、特に限定されず、公知の
もの、例えばポリマーフィルム、液晶フィルム、液晶化合物を配向させたフィルムなどを
用いることができる。該λ／４位相差板は、狭帯域λ／４位相差板であってもよいが、可
視光領域の全域において１／４波長の位相差を生じさせる広帯域λ／４位相差板が好まし
く、該広帯域λ／４位相差板を使用して広帯域円偏光板を作製することが好ましい。
　上記直線偏光板とλ／４位相差板の貼合に用いる粘着剤としては、特に限定されず、通
常の円偏光板の作製に使用される透明性の高い公知の粘着剤が使用できる。上記高透過率
直線偏光板とλ／４位相差板の貼合に用いる粘着剤として、下記の青色粘着剤を使用する
態様は、本発明の好ましい態様の一つである。
【００３８】
＜青色粘着剤＞
　本発明の円偏光板は、粘着剤層の少なくとも一つが、青色色素を含有する青色粘着剤層
からなることも特徴の一つである。
　本発明の青色粘着剤に使用する青色色素としては、従来公知の青色色素であればいずれ
も使用できる。該青色色素としては、５５０ｎｍより長い波長の可視光を吸収し、５５０
ｎｍより短い波長の可視光を吸収しないものが好ましい。該青色色素としては、吸収スペ
クトルの極大波長（λｍａｘ）が５５０～７００ｎｍの範囲にある色素がより好ましく、
吸収スペクトルの極大波長（λｍａｘ）が６００～７００ｎｍの範囲にある色素が更に好
ましく、吸収スペクトルの極大波長（λｍａｘ）が６５０～７００ｎｍの範囲にある色素
が特に好ましい。なお色素の吸収スペクトルは、水中又は有機媒体中に該色素を溶解させ
、分光光度計により各波長における吸光度を測定する従来公知の方法で測定することがで
きる。
【００３９】
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　本発明の青色粘着剤に使用する青色色素は、従来公知の青色有機染料、青色有機顔料及
び青色無機顔料から選択して使用すればよく、それらの具体例として、フタロシアニン系
染料、アントラキノン系染料、アゾ染料、トリフェニルメタン染料、キノンイミン染料、
オイル系染料、レーキ系染料などの有機染料；フタロシアニン系顔料、レーキ系顔料など
のシアン系顔料；チタニア、アルミナ、シリカ、ジルコニア、セリア、酸化亜鉛などの金
属酸化物粉体、コバルトアルミネートなどの複合酸化物顔料などの無機顔料などが挙げら
れる。本発明の青色粘着剤に使用する青色色素としては上記青色有機染料が好ましく、例
えば、含金属銅フタロシアニン錯塩染料等を使用することができる。
　本発明の青色粘着剤に使用する青色色素としては、例えば、カヤセット（登録商標、以
下同じ）ブルーＫ－ＦＬ、カヤセットブルーＮ、カヤセットブルーＡ２Ｒ（いずれも日本
化薬株式会社製）等として、市場から入手することができる。これらの青色色素のλｍａ
ｘはそれぞれ、カヤセットブルーＫ－ＦＬが６５０～７００ｎｍの範囲に、カヤセットブ
ルーＮが６００～６５０ｎｍの範囲に、カヤセットブルーＡ２Ｒが５５０～６００ｎｍの
範囲にある。
【００４０】
　上記青色色素は１種を又は２種以上を任意の割合で混合して使用することができる。本
発明の青色粘着剤を複数の粘着剤層において使用する場合、使用する青色色素は粘着剤層
ごとに異なっていてもよく、同じであっても良い。
　青色粘着剤における青色色素の含有量は、粘着剤中の固形分１００質量部に対して、０
．０１～０．５質量部程度が好ましく、より好ましくは０．０２～０．２質量部程度、更
に好ましくは、０．０４～０．２質量部程度である。青色色素の含有量が少なすぎると光
吸収能が不十分になるおそれがあり、多すぎるとＬＥＤからの光量増加の目的が達成され
ない場合がある。２種以上の青色色素を使用する場合は、青色色素の総量の含有量が上記
範囲になるように調整すればよい。なお、粘着剤中の固形分とは、粘着剤中に含まれる溶
媒を蒸発等により除去した後に残る成分をいう。
【００４１】
　本発明の青色粘着剤に使用される粘着剤は、特に限定されず、光学基材の貼合に用いら
れる公知の粘着剤又は市販の粘着剤を使用すればよい。
　該粘着剤としては、アクリル粘着剤、ウレタン粘着剤、ゴム粘着剤（ポリイソブチレン
粘着剤、ＳＢＲ（スチレン－ブタジエン共重合体ゴム）粘着剤等）、ポリビニルエーテル
粘着剤、エポキシ粘着剤、オキセタン粘着剤、メラミン粘着剤、ポリエステル粘着剤、フ
ェノール粘着剤またはシリコン粘着剤等を使用することができる。
　これらの中でも、透明性および耐久性に優れていることから、（メタ）アクリル酸エス
テル共重合体、エポキシ樹脂、オキセタン樹脂又はポリエステル樹脂等を粘着成分として
含むアクリル粘着剤、エポキシ粘着剤、オキセタン粘着剤又はポリエステル粘着剤が好適
に用いられ、特に、アクリル粘着剤がより好ましい。該アクリル粘着剤は市販品を使用す
ることが出来る。該アクリル粘着剤はポリ（メタ）アクリレート｛（メタ）アクリル酸エ
ステル重合体又は共重合体｝を粘着成分とする粘着剤であり、ポリ（メタ）アクリレート
は、分子内に、水酸基、カルボキシル基、アミド基、アミノ基、エポキシ基等の官能基を
有するものであっても良い。本発明において「（メタ）アクリレート」はメタクリレート
又は／及びアクリレートの少なくとも何れか一方の意味で使用され、同様な表現は同様な
意味で使用される。
　本発明の青色粘着剤に用いられる粘着剤は、１種のみを使用してもよいし、２種以上を
任意の割合で混合して使用してもよい。
【００４２】
　本発明の青色粘着剤は、前記青色色素及び上記粘着剤成分に加え、本発明の効果を損な
わない範囲で、さらに、硬化剤、硬化触媒、架橋剤、色調補正色素、レベリング剤、帯電
防止剤、熱安定剤、酸化防止剤、分散剤、難燃剤、滑剤、可塑剤、または紫外線吸収剤等
の添加剤を含有していても良い。
　本発明の青色粘着剤は、好ましくは、硬化剤を含有する。硬化剤としては、例えば、イ
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ソシアネート化合物、アルミキレート、アジリジニル化合物、エポキシ化合物等が挙げら
れる。硬化剤の含有量は、粘着剤総量１００質量部に対し０．０１～１０質量部であるこ
とが好ましい。
【００４３】
　本発明の青色粘着剤の製造方法は、特に限定されるものではなく、前記青色色素、粘着
剤、および必要に応じて添加する硬化剤等の添加剤を、常法により混合させればよい。
　本発明の青色粘着剤には、上記の混合を容易にし、また、塗布する際の粘度を調整する
目的で、溶媒を添加してもよい。添加することのできる溶媒としては、前記粘着剤を溶解
することのできる溶媒であればいずれも使用でき、例えば、アセトン、メチルエチルケト
ン、メチルイソブチルケトン、シクロペンタノンおよびシクロヘキサノン等のケトン類が
挙げられる。
【００４４】
　本発明の青色粘着剤の塗布方法としては、ロールコーター、リバースコーター、コンマ
コーター、リップコーター、ダイコーター等の塗工機により光学基材に塗布する方法が挙
げられる。本発明の青色粘着剤を塗布する際は、当該組成物に前記溶媒を加えた塗布液を
用いるのが好ましい。
　塗布液の粘度は、使用する塗布方法により異なるため一概に言えないが、通常、粘度計
で測定される粘度が５００～３０００ｍＰａ・ｓ程度であることが好ましく、１０００～
２０００ｍＰａ・ｓ程度であることがより好ましい。
　本発明の円偏光板における青色粘着剤層の厚さは、本発明の効果が達成される限りにお
いて従来公知の粘着剤層と同じでよいが、乾燥後の膜厚が１０～１００μｍであることが
好ましく、より好ましくは２０～５０μｍである。
【００４５】
＜有機ＥＬ表示装置用円偏光板＞
　本発明の有機ＥＬ表示装置用円偏光板は、（ｉ）前記高透過率直線偏光板、（ｉｉ）λ
／４位相差板、及び、（ｉｉｉ）青色粘着剤層を少なくとも１つ、の３者を含有する円偏
光板である。
　具体的には、該青色粘着剤層は前記高透過率直線偏光板とλ／４位相差板との間にあっ
ても、または／及び、該両者が貼りあわされた円偏光板のλ／４位相差板側の外側表面に
あっても良い。該λ／４位相差板の外側表面に形成される青色粘着剤層は、ＬＥＤ等に貼
り合わせるために使用される粘着剤層である。
　該青色粘着剤層は前記偏光板とλ／４位相差板の間にあっても、又は貼りあわされたλ
／４位相差板の外側表面にあっても効果上の差はないが、製造のし易さ等の点から、貼り
あわされたλ／４位相差板の外側表面（円偏光板におけるλ／４位相差板側の外側表面）
に、青色粘着剤層を有する円偏光板（青色粘着剤層付円偏光板）が好ましい。
　本発明の円偏光板は、当該円偏光板が有する視認性向上効果、反射防止効果及び色相調
整効果を無くさない限り、前記の直線偏光板及びλ／４位相差板以外の光学層を備えてい
てもよい。例えば、本発明の円偏光板は、前記高透過率偏光板の項で記載した保護層（ハ
ードコート層）、ＡＲ層（反射防止層）、λ／４位相差板以外の位相差板等を備えていて
もよい。
【００４６】
　本発明の円偏光板は、下記の方法で製造することが出来る。
　例えば、本発明の円偏光板が、青色粘着剤層を円偏光板のλ／４位相差板側の外側表面
に有する場合は、円偏光板のλ／４位相差板側の外側表面に青色粘着剤を塗布等の手段で
、乾燥後の厚さが前記の厚さになるように青色粘着剤層を形成するか、又は、予め離型フ
ィルム上に形成された青色粘着剤層を、該円偏光板のλ／４位相差板側の外側表面に貼り
合わせて、青色粘着剤層を形成し、本発明の円偏光板とすることも出来る。該青色粘着剤
層付き円偏光板は、何れの場合も該青色粘着剤層の外側表面を離型フィルム等で保護する
ことが好ましい。
　離型フィルム上への青色粘着剤層の形成は、片面に離型処理を施したフィルム（以下、
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単に「離型フィルム」とも言う。）の離型面に青色粘着剤を塗布し、次いで、形成された
青色粘着剤層の外側表面に、第二の離型フィルムを、互いの離型面が向かい合うように貼
り合わせた後、乾燥することにより、行うことが出来る。得られた両面離型フィルム付き
の青色粘着剤層は、片面の離型フィルムを剥がして、円偏光板のλ／４位相差板側の外側
表面に貼り合わせることにより、本発明の青色粘着剤層を有する円偏光板とすることが出
来る。
　青色粘着層が前記直線偏光板とλ／４位相差板の間にある場合には、上記青色粘着剤を
、前記直線偏光板の貼り合わせ側の表面又はλ／４位相差板の貼り合わせ側の表面に塗布
して、両者を貼り合わせ、必要に応じて、乾燥又は硬化等を行い円偏光板とすれば良い。
この場合には、必要に応じて、更に、得られた円偏光板のλ／４位相差板側の外側表面に
、ＬＥＤ等に接着するための粘着剤層を設け、粘着層付き円偏光板としてもよい。通常、
粘着層付き円偏光板が好ましい。この場合の粘着剤は、青色粘着剤の項で述べたものを使
用することが出来る。
　予め作製された、両面に離型フィルムを有する青色粘着剤層を有する場合、その片面の
離型フィルムを剥がした上で、その面を、円偏光板のλ／４位相差板側の外側表面に貼り
合わせて本発明の円偏光板（青色粘着剤層付き円偏光板）とする方法は、乾燥時に発生す
る熱による悪影響を光学基材（前記直線偏光板又はλ／４位相差板）に与えること無く、
青色粘着剤層を形成できる点で好ましい。
【００４７】
　上記の離型フィルムは、公知の離型フィルムを使用することができ、例えばポリエチレ
ンテレフタラート（ＰＥＴ）等のプラスチック製フィルムの片面に、シリコーン膜等の公
知の離型剤塗布膜を形成する方法等により、作製することができる。
【００４８】
　本発明の円偏光板は、使用の目的にもよるが、可視光領域（波長４００～７００ｎｍ）
における光の透過率は、４６％以上が好ましく、４７％以上であることがより好ましい。
また、本発明の円偏光板に、前記直線偏光板側から入射した外光が、本発明の円偏光板を
通過して、反対面に置かれた反射板で反射して、該反射光が再び入射したときと逆のコー
スで、前記直線偏光板から再び出射される反射光の光量の、入射光の光量に対する割合（
反射率）は、２０％以下が好ましく、１５％以下がより好ましい。有機ＥＬ表示装置用円
偏光板は、従来の用途で使用される場合、反射率が２０％以下であれば許容され得る。
　ここで「光の透過率」とは、光が上記円偏光板に、λ／４位相差板側から入射し、円偏
光板を通過して、前記直線偏光板側から出射したときの、上記円偏光板における入射光量
に対する出射光量の割合を言う。また、「外光の反射率」とは、外光が上記円偏光板に、
前記直線偏光板側から入射し、該円偏光板を通過し、λ／４位相差板側から出射した後、
反射板で、全ての光が反射され、反射光が、入射光と逆のコースで、再び、λ／４位相差
板側から上記円偏光板を透過し、前記直線偏光板側から出射した時の、外光の最初の入射
光量に対する最後の出射光量の割合を言う。
【００４９】
　本発明の有機ＥＬ表示装置に用いられる円偏光板においては、波長４５０ｎｍにおける
光の透過率は４０％以上が好ましく、４２％以上がより好ましく、４５％以上が更に好ま
しい。また、波長５５０ｎｍにおける当該透過率は４０～５５％の範囲が好ましく、４５
～５５％の範囲がより好ましい。更に、波長６５０ｎｍにおける当該透過率は５０％以下
が好ましく、４５％以下がより好ましい。波長４５０ｎｍ、５５０ｎｍ及び６５０ｎｍの
各波長における該透過率がいずれも上記の好ましい範囲又はより好ましい範囲にある円偏
光板が特に好ましい。例えば、波長４５０ｎｍにおける光の透過率が好ましくは４２％以
上、より好ましくは４５％以上であり、波長５５０ｎｍにおける該透過率が４５～５５％
の範囲にあり、且つ、波長６５０ｎｍにおける該透過率が４５％以下である円偏光板は、
特に好ましい。
　また、本発明の有機ＥＬ表示装置は、ＯＬＥＤのカソード電極による外光の反射率のう
ち、波長４５０ｎｍ、５５０ｎｍ及び６５０ｎｍの各波長における光の反射率がいずれも



(14) JP 2014-92611 A 2014.5.19

10

20

30

40

50

２０％以下であることが好ましい。
【００５０】
　有機ＥＬ表示装置に用いられる円偏光板は、透過光及び反射光のいずれにおいても色相
がほとんど変化しないことが好ましい。円偏光板の透過光及び反射光の色相の変化につい
ては、Ｌ＊ａ＊ｂ＊表色系（ＣＩＥ１９７６）に基づくΔａ＊及びΔｂ＊の値で評価する
ことができる。Ｌ＊ａ＊ｂ＊表色系（ＣＩＥ１９７６）において、Ｌ＊は色の明度を表し
、ａ＊及びｂ＊は色相を表す。
　円偏光板の透過光については、位相差板側から入射させた光が直線偏光板側から出射し
たときの入射光及び出射光の波長スペクトルを測定し、それぞれについてＬ＊ａ＊ｂ＊を
算出し、該入射光に対する該出射光のａ＊及びｂ＊の差（Δａ＊及びΔｂ＊）により、透
過光の色相変化を評価することができる。反射光についても同様に、直線偏光板側から入
射した光が位相差板側から出射し、反射して再度位相差板側から入射し、直線偏光板側か
ら出射したときの、該入射光に対する該直線偏光板側からの出射光のａ＊及びｂ＊の差（
Δａ＊及びΔｂ＊）を算出することにより、反射光の色相変化を評価することができる。
　有機ＥＬ表示装置に使用される円偏光板としては、透過光及び反射光のそれぞれについ
て、上記Δｂ＊の値が、いずれも－１０～５の範囲にあることが好ましく、－５～０の範
囲にあることがより好ましい。また、上記Δａ＊の値については、特に限定されるもので
は無いが、透過光及び反射光のそれぞれについて、上記Δａ＊の値がいずれも－５～５の
範囲にあることが好ましい。透過光については、色相がゼロに近いほど、ＯＬＥＤから発
せられた光がそのままの色相で出射し、表示画像の色相が変化しないという点から、上記
範囲にあることが特に好ましい。また反射光については、特に外光からの反射光により黒
表示が色味がかることを防止することができるため、上記範囲にあることが好ましい。
【００５１】
＜有機ＥＬ表示装置＞
　本発明の有機ＥＬ表示装置は、本発明の円偏光板を備えた有機ＥＬ表示装置であり、有
機ＥＬ素子（ＯＬＥＤ）の光が出射される面上に本発明の円偏光板のλ／４位相差板の外
側の面を粘着剤層で貼り合わせた構造を有する。具体的には、有機ＥＬ素子の画像表示面
（陽極側）と、円偏光板のλ／４位相差板側とが向かい合うように、有機ＥＬ素子と円偏
光板を貼合することにより有機ＥＬ表示装置が得られる。
　上記有機ＥＬ素子と本発明の円偏光板との貼合には、通常該貼合に用いられる接着剤又
は粘着剤を用いることができる。好ましい態様として、本発明の青色粘着剤を用いる態様
を挙げることができる。本発明の円偏光板が離型フィルムを有する前記青色粘着層付き円
偏光板である場合、該青色粘着層から離型フィルムを剥がし、そのまま該円偏光板の青色
粘着剤層を、有機ＥＬ素子の画像表示面（陽極側）に貼り合わせることにより、本発明の
有機ＥＬ表示装置を得ることができる。
【００５２】
　本発明の有機ＥＬ表示装置が有する青色粘着剤層は、外光は円偏光板による反射防止効
果に加えて、１つの青色粘着剤層を２回通過するため、表示画面から出射する外光の反射
を防止する効果を有する。一方、ＯＬＥＤから出射された光（表示光）は、高透過率円偏
光板及び青色粘着剤層を１回ずつ通るのみで表示画面から出射するため、青色粘着剤層で
吸収される量は反射光に比して少ない。
　本発明の有機ＥＬ表示装置は、出射光の透過率を向上させることにより、画像の視認性
が改善されるとともに、ＯＬＥＤの消費電力の節減及び長寿命化を達成することができる
。また本発明の有機ＥＬ表示装置は、ＯＬＥＤの表示画像の色相が当該円偏光板による影
響をほとんど受けることはない。
【００５３】
　本発明の円偏光板を備える有機ＥＬ表示装置は、任意の用途に使用され、例えば、ノー
トパソコン、タブレット型パソコン、携帯電話及び携帯ゲーム機などの携帯機器、ビデオ
カメラ、カーナビゲーションシステム用モニターなどに好ましく使用できる。
【実施例】
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【００５４】
　以下、実施例を挙げて、本発明をより具体的に説明する。なお、本発明は、下記実施例
のみに限定されるものではない。
【００５５】
実施例１
　（１）高透過率直線偏光板の作製
　ポリビニルアルコール樹脂製フィルム（株式会社クラレ製、ＶＦ－ＰＳ、厚さ７５μｍ
）を水洗後、３５℃の水中で膨潤させた。二色性色素として、Orange系二色性染料（λｍ
ａｘ＝４６０ｎｍ、二色性比３９．４）を０．１０５ｇ／Ｌ［質量／体積］、Red系二色
性染料（λｍａｘ＝５２０ｎｍ、二色性比３８．８）を０．０６２ｇ／Ｌ［質量／体積］
、Blue系二色性染料（λｍａｘ＝６００ｎｍ、二色性比４０．８）を０．１９ｇ／Ｌ［質
量／体積］、Green系二色性染料（λｍａｘ＝６６０ｎｍ、二色性比２９．７）を０．１
０ｇ／Ｌ［質量／体積］、それぞれ含有し、更に、芒硝及びトリポリリン酸ソーダをそれ
ぞれを０．２５ｇ／Ｌずつ含有する４６℃の染色液に、膨潤させたフィルムを２分間浸漬
し、染色処理を行った。染色処理を施したフィルムを２．６質量％ホウ酸水溶液中で洗浄
した後、５４℃の３．７質量％ホウ酸水溶液中で、延伸倍率が６．２倍となるように一軸
延伸を行い、フィルム中の二色性色素を配向させた。得られた延伸フィルムを２５℃の水
で水洗した後、６０℃の空気中で乾燥して、偏光素膜を得た。得られた偏光素膜の厚さは
２３μｍであった。偏光素膜中のホウ酸濃度を中和滴定法で求めたところ、偏光素膜内の
ホウ酸含有量は１７．０質量％であった。
　得られた偏光素膜の両面に厚さ８０μｍのＴＡＣフィルム（富士フイルム株式会社製）
をポリビニルアルコール系接着剤を用いて積層した後、７０℃で乾燥して高透過率直線偏
光板を作製した。
　得られた偏光板の４００～７００ｎｍの波長領域における透過率は、単体透過率が５０
．２９％、直交透過率が９．９２％であった。
【００５６】
　偏光板の透過率の測定は下記のようにして行った。偏光板を１枚使用したときの透過率
を単体透過率Ｔｓ、２枚の該偏光板を吸収軸が直交するように重ねた場合の透過率を直交
透過率Ｔｃとした。それぞれの透過率は、４００～７００ｎｍの波長領域で、所定波長間
隔ｄλ（本実施例では５ｎｍ）おきに分光透過率τλを求め、下記式（１）により算出し
た。
【００５７】

【００５８】
式中、Ｐλは標準光（Ｃ光源）の分光分布を表し、ｙλは２度視野等色関数を表す。分光
透過率τλは、分光光度計（株式会社日立ハイテクノロジーズ製、製品名Ｕ－４１００）
を用いて測定した。
【００５９】
（２）円偏光板の作製
　得られた高透過率偏光板に、ポリカーボネート製広帯域１／４波長位相差板（帝人株式
会社製、Ｗ－１４７）を該偏光板の吸収軸と該位相差板の遅相軸との角度が４５度になる
ように、アクリル粘着剤（綜研化学株式会社製、製品名ＳＫダイン１８８５）を使用して
貼合し、高透過率円偏光板を作製した。
【００６０】
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（３）両面離型フィルム付き青色粘着剤層の作製
　アクリル系粘着剤（綜研化学株式会社製、製品名ＡＳ－５１３）５００ｇ（固形分１７
質量％）に硬化剤（綜研化学株式会社製、Ｅ－ＡＸ）０．３４ｇを添加し、さらに粘度が
１０００～２０００ｍＰａ・ｓの範囲内になるように溶媒としてメチルエチルケトンを添
加した。このときの粘度は粘度カップ（Ｃ－１）を用いて測定した。この粘着剤溶液に青
色色素（日本化薬株式会社製、製品名カヤセットブルーＫ－ＦＬ、含金属銅フタロシアニ
ン錯塩染料）０．０６ｇを添加し、粘着剤を着色した。
　離型剤付きＰＥＴフィルム上に、得られた青色粘着剤をコンマコーターを用いて塗布し
た。このとき、１．５ｍ／分の塗布スピードで、乾燥後の粘着剤層の厚さが２５±５μｍ
になるように塗布量を調整して青色粘着剤を塗布した。次いで、６０℃で１分間、及び、
８０℃で２分間乾燥することにより、両面離型フィルム付き青色粘着剤層を得た。
【００６１】
（４）有機ＥＬ表示装置用円偏光板の作製
　上記で得られた離型フィルム付き青色粘着剤層から一方の離型フィルムを剥がし、その
青色粘着剤層面を、前記高透過率円偏光板のλ／４位相差板の外側表面に貼り合わせ、本
発明の有機ＥＬ表示装置用円偏光板（青色粘着層付き高透過率円偏光板）を得た。
【００６２】
比較例１
　実施例１（１）において高透過率直線偏光板の代わりに、市販の染料系偏光板（ニュー
トラルグレー、株式会社ポラテクノ製、製品名ＳＨＣ－１１５Ｕ）を使用し、実施例１（
３）において、粘着剤溶液に青色色素を添加しないこと以外は、上記実施例１と同様にし
て、比較例１の有機ＥＬ表示装置用円偏光板（粘着剤層付き円偏光板）を得た。
【００６３】
試験例１（透過率、反射率及び色相測定）
　上記実施例１及び比較例１のそれぞれで得られた円偏光板の透過率及び反射率を分光光
度計（株式会社日立ハイテクノロジーズ製、製品名Ｕ－４１００）により測定した。
　ここで透過率は、実施例１の高透過率円偏光板又は比較例１の円偏光板を使用したとき
の波長４００～７００ｎｍの光の透過率を測定した。反射率は、実施例１の高透過率円偏
光板又は比較例１の円偏光板の直線偏光板側から光を入射させ、位相差板側から透過した
透過光の全てが反射して再度位相差板に入射し、再び直線偏光板を透過した光を測定し、
波長４００～７００ｎｍの反射率を測定した。
　透過率の測定結果を下記表１に、反射率の測定結果を下記表２にそれぞれ示す。
【００６４】
　また、各円偏光板の透過光及び反射光の波長スペクトルのデータに基づき、Ｌ＊ａ＊ｂ
＊表色系（ＣＩＥ１９７６）に基づくａ＊及びｂ＊を算出し、該円偏光板の位相差板側か
ら入射させた光が該円偏光板を透過して円偏光板側から出射したときの、入射光に対する
出射光のΔａ＊及びΔｂ＊の値を算出した。また、該円偏光板の直線偏光板側から入射さ
せた光が位相差板側から出射し、反射して再度位相差板側から入射し、直線偏光板側から
出射したときの、入射光に対する直線偏光板側からの出射光のΔａ＊及びΔｂ＊の値を算
出した。
　上記実施例１及び比較例１のそれぞれで得られた円偏光板の透過光及び反射光の色相の
変化を、得られたΔａ＊及びΔｂ＊の値で評価した。
　透過光及び反射光の色相の変化（Δａ＊及びΔｂ＊）を下記表３に示す。
【００６５】
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【表１】

【００６６】
【表２】

【００６７】
【表３】

【００６８】
　上記表１及び表２から明らかな通り、本発明の円偏光板は、従来の円偏光板に比して、
反射率においては劣るものの、４５０ｎｍ～５５０ｎｍの間の波長において６％以上高い
透過率であり、可視光の平均でも３％以上の高い透過率を示しており、従来の直線偏光板
を使用した比較例１の円偏光板に比べて、ＯＬＥＤからの出射光を増大することができ、
輝度向上効果を有することが判った。
　また上記表３の結果から明らかな通り、本発明の円偏光板の透過光及び反射光のそれぞ
れにつき、Δａ＊及びΔｂ＊の値がいずれも－５～０の範囲にあることから、本発明の円
偏光板は、ＯＬＥＤにより表示された画像の色相が変化することのない、優れた円偏光板
であることが判った。
【産業上の利用可能性】
【００６９】
　本発明の有機ＥＬ表示装置用円偏光板は、従来の円偏光板の製造法をそのまま用いて簡
便に製造することができ、かつ、可視光領域において高い透過率を有し、ＯＬＥＤの出射
光量を増大することができる。従って、表示画像の輝度を維持したまま、ＯＬＥＤの消費
電力を抑えてＯＬＥＤの長寿命化を達成することができる。また、粘着剤層に青色色素を
含むことにより、反射率を下げ、透過光の色相変化を抑えることができるので、有機ＥＬ
表示装置用円偏光板として有用である。
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